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このたびは、Aldk)(〕 c‖■1■
°CDラジオカセットレコーダーをお買い上げいただき
誠にありがとうございました。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しています。

'こ

の取扱説明書をよくお読みの上、製品を安全にご使用ください。"また、お読みになつた後も、

こ使用1時にいつでも見られるよう大切に保管してください。
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|万一、煙が出ている、変なにおいや音
|が
するなどの異常を感知したら、すぐ

に本機の電源を切り、必ず電源プラグ

|をコンセントから抜く

|●そのまま使用すると、火災 感電の
1 原因になります。
.●煙が出なくなるのを確認して販売店

| に修理を依頼してください。

万一、内部に水などが入つた場合は、

電源プラグをコンセントから抜く

●そのまま使用すると、火災 感電の
原因となります。

●販売店にこ連絡ください。

|万一、内部に異物が入つた場合は、電
‐
源プラグをコンセントから抜く

|●そのまま使用すると、火災 感電の
1 原因となります。
|●販売店にこ連絡ください。
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感電に注意

下記の事項につきましては弊社は一切の責任を負いかねます。

●弊社の責任によらない製品の損傷や、破損、または改造による故障や不具合

●本製品によつて生じたデータの消失または破損

●本製品のために費やした時間および経費

●本製品を運用した結果もたらされた損害

●本製品によりもたらされた、直接的、間接的な効果および利益の損失

●本製品をこ使用になつて生じたあらゆる結果および、直接的、間接的なシステム、機器およびその他の異常

電気製品は間違つた使い方をすると火災や感電による人身事故につながる可有レ性があります。この(1)スト事故を

防ぐために、この取扱説明書をよくお読みになり、注意事項を必ずお守りください。注意事項は、1枚 7)|ルいイ1誤つた

場合に予想される事故の大きさによって3段階で表示しています。

絵表示について

'この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への|,1害を

未然に防止するためにいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになつています̀ ,内容を

よく理解してから、本文をお読みください。
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電池に注意

禁止

|

1  禁止

|~孫

表示された電源電圧交流可00ボルト

以外の電圧で使用しない

●火災・感電の原因となります。

乾電池は幼児の手の届かないところ

へ置く。本機から乾電池を取り外した

場合は、小さなお子様が誤つて飲み込

むことがないようにする

●万一、お子様が飲み込んだ場合に

は、ただちに医師に相談してくださ

汎
~~~~¬~｀ ~|

本機や電源コードの上に重いものを

のせたり、コードの上に本機をのせな |

|い
|●コードに傷がついて、火災 感電の

△危険麗讃翼馳ぱ碁聯鰻諭
頬藤`躍`などこより死亡した以却ナが

△ 瑾彗運旨 :禽馨TξF視
して、誤つた取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可育ヨ性が想定され

△ 注意

△記号は、注意(危険、警告を含む)を促す内容があることを告げるものです。

(左図の場合は感電注意が描かれています。)

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。

(左図の場合は、電源プラグをコンセントから抜く、が描かれています。)

この表示を無視して、誤つた取扱をすると、感電やその他の事故によりけがをしたり、周辺 | みです。
の家財に損害を与えたりする可能性が想定される内容です。

絵表示の使用例
電源コードが傷んだら(芯線の露出、

断線など)、使用を中止する

●そのまま使用すると、火災・感電の

原因となります。

●修理をこ依頼ください。

○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。

(左図の場合は分解禁上が描かれています。) 浴室やシャワー室など、湿度の高いと

ころや水はねのある場所では使用しな

い

●火災や感電の危険があります。

△ハ“載螂

1 原因となります。

コードを敷物などで覆わない

●気づかず重いものをのせてしまい、

燎 感電望繁空望
。_|

本製品を使用時は必ず付属の電源

コード(ACコード)を使う。

また、付属の電源コード(ACコード)は

絶対に他の製品には使用しない

●付属の電源コード(ACコード)は本

製品専用です。

●製品の破損、もしくは大傷 発煙

火災の原因となる場合があります。
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| となります。
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から抜く
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⑬
禁止

調理台や浴室、カロ湿器のそばなど、湯

煙や湿気が当たるような場所に置か

ない

●火災・感電の原因となることがあり

ます。

ぐらついた台の上や傾いた場所など

不安定な場所に置かない

●落ちたり、倒れたりしてけがの原因

となることがあります。

電源コードを熱器具に近づけない

●コードの被ふくが溶けて、火災 :感

電の原因となることがあります。

窓を開め切つた自動車の中や直射日

光が当たる場所など、異常に温度が高

くなる場所に放置しない

●キャビネットや部品に悪い影響を与

え、故障の原因となることがあります。

ほこりの多い場所に置かない

●火災 感電の原因となることがあり
ます。

電源を入れる前には、音量を最小にする

●突然大きな音が出て、聴力障害など

の原因となることがあります。

乾電池は、極性表示 (プラス①とマイ

ナス○の向き)に注意し、表示通り正し

く入れる

●間違えると電池の破裂、液もれによ

り火災 けがや周囲を汚損する原因
となることがあります。

指定以外の乾電池は使用しない。

また、新しい電池と古い電池を混ぜて

使わない

●乾電池の破裂、液もれにより、火災

けがや周囲を汚損する原因となるこ

とがあります。
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饂鰤[導[1‐亀
があります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない

●感電の原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コ…ドを

引つ張らない

●コードが傷つき、火災 感電の原因
となることがあります。

●必ずプラグを持つて抜いてください。

持ち運びするときは、アンテナを折り

畳む

●伸ばしたまま運ぶとアンテナが引つ

掛かつたり、当たつたりなどしてけが

の原因になることがあります。

移動させるときは、必ず電源プラグを

コンセントから抜く

●コードが傷つき、火災 感電の原因
になることがあります。

お子様がカセットドアやCDドア内に手
を入れないように注意する

●けがの原因となることがあります。

ヘッドホン使用時は音量を上げすぎない

●耳を束」激するような大きな音量で長

時間続けて聴くと、聴力に悪い影響

を与えることがあります。

旅行などで長時間本機を使わないと

きは、必ず電源プラグをコンセントか

ら抜き、乾電池も取り外す

●火災 液もれの原因となることがあ
ります。
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電源コードを抜き差ししたり、電池を出し入れするときは、電源が切れた状態で行つてください。

電源を入れる前に音量(ボリューム)を最」Чこしてください。

突然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあります。

機 1難 :霧:菫難 顧鞭 嬢1襲祭

==1菫 =付属の電源コードで本機のAC100V電 源ソケットと
家庭用コンセントを接続します。

◆乾電池が入つている場合でも、電源コードを接続す

ると自動的にAC電源に切り換わります。

◆本機を使用しないときは電源コードをコンセントから

外してください。
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◆アルカリ乾電池のこ使用をお薦めします。

◆電池カバーを外し、乾電池の①とOを間違えないよ

うに、単2形乾電池6本を入れます。

※長時間使用するときや大切な録音をするときは、付

属の電源コードを使用してください。
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會― ●本体底面の電池力

ノヽ一の「OPEN」部

1  を押し下げながら・
:』| スライドさせ、電池

1廻ff開
けてく

,管

仁
躊辟

=it t=.==rrAC100∨ 電源ソケット
●乾電池の向きを図

のように正しく入

れてください。コイ

ルばねのあるほう

が○側です。

●入れ終わつたら電

池カバーを元通り

にしつかり閉めてく

ださい。

付属の電源コード ー

家庭用コンセント(AC100∨ )
単2形乾電池6本使用Gu売 )

※付属の電源コード(ACコード)は本製品専用です。本製品をこ使用の際には必ず付属の電源コード(ACコード)

をお使いください。また、付属の電源コード(ACコード)は絶対に他の製品には使用しないでください。製品の

破損、もしくは大傷・発煙 。火災の原因となる場合があります。

乾電池を安全にお使いいただくために
液もれ、発熱、破裂等の事故を防ぐために、以下のことをお守りください。

L_

●万一液もれしたら、液をよく拭き取う
てください:また:液が皮膚や衣類に
付着した場合|ますぐに大量の水で洗
い流してください。
●万一、もれた液が目に入つたときは、
失明の原因となるので、目をこすら
ず、すぐに水道水などのされいな水で

十分に洗い、ただちに医師に相談して
ください。|        ‐
●使用済みの乾電池を廃棄する場合、

自治体の条例などで決まりがあるとき
にはそれに従つて廃棄してください。
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△ 注意

生
ロ

火中への投入、力国熱、分解をしない

シ∃―卜させない

①Oの表示通りに入れる

指定以外の乾電池を入れない

古い乾電池と新しい乾電池、マンガンとアルカ

リなど種類の異なる乾電池を一緒に入れない

使い切つた乾電池はすぐに取り出す

しばらく使わないときは乾電池を取り外しておく
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寒いところから急に暖かいところに移動させると、レン

ズに水滴がついたり、くもつたりする結露現象が起こり

ます。この状態で使用すると、正しく動作しないことが

あります:このようなときはディスクを取り出して数分

間放置してください。結露が取り除かれて正常に動作

するようになります。

ディス|ク使用上の注意点

◆再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転してい

ます。ひびやそりのあるディスク、害」れたり変形した
ディスク、テープや接着剤で補修したディスクなどは

危険ですから絶対に使わないでください。

◆ディスクに

回鶉 鰍 2冨扇
`だ

r『「ものを
◆現在発売されている「コピニコントロールCD」 と呼
ばれる著作権保護技術付音楽ディスクは、コンパクト

ディスク(CD)規格に準拠しない特殊ディスクであ
り、本製品における再生にあたっては、動作や音質の

保証は致しかねます。

音楽ディスクパッケージの表示

をよくお読みください。

凩朧 予[!;:::囁ジ
レ

くださいますようお願い申し上

げます。

◆本機はCD R/CD―RWの再生に対応していますが、
以下の点をこ注意ください。

再生可能なのは、CD― DAフォーマットで記録され
たディスクです。

本機ではMP3やWMAなど、圧縮されたフォー
マットの音楽ディスクの再生はできません。

CD R/CD― RWディスク、レコーダー、書き込みソ
フトウェアの種類や状態によつては、再生できな

かつたり、ノイズや音飛びが生じる場合があります。

フアイナライズ処理がなされていないディスクは

再生できません。

O

|■■■  デイスク取扱■の注意点
◆再生面に触れないように持つてください。

再生面 ↑

◆再生面はもちろん、レーベル面にも紙やテープなど
を貼らないでください。

◆ディスクに指紋や汚れがついたときは、柔らかい布
などで放射状に軽く拭き取つてください。

▲

◆長い時間使用しないときは、ディスクを本機から取り
出し、ケースに入れて保管してください。

◆八―卜型や八角形などの特殊形状のディスクは、使
用しないでください。機器の故障の原因となります。

レーベル画

11111'藁″トテ■プの取扱上の注意点||||
◆テープのたるみは、テープの巻きつきや切断の原因

になります。

◆テープがたるんでいないかどうか確かめ、たるんで

いる場合は図のように鉛筆などで必ず直してからこ

使用ください。

C⊃

◆カセットテープを入れたままにしたり、再生/録音状
態のまま電源を切らないでください。テープが回転

部分に密着したままになるので、からみや巻きつき

の原因となります。テープは必ず取り出して保管して

ください。

◆テープ動作中の巻戻し 早送り操作は、テープ巻き

つきの原因となることがあります。必ず停止させて

から巻戻し 早送りの操作を行つてください。

◆テープの損傷を避けるため、大切なテープやオリジ

ナリレテープは必ずダビングし、ダビングしたテープを

本機でお使いください。

◆エンドレステープは使用できません。

1      著作権について
あなたが録音したものは、個人として楽しむなどの

他は、著作権法上権利者に無断で使用できません。

|■■■■■■1録音時の注意点■■■■■■■|
◆ツメを折つてあるテープは録音ボタンの操作ができ

ません。無理に押したりすると故障する場合もありま

すのでこ注意ください。

◆ノーマルテープ(丁ypeI)を お使いください。八イポ

ジションテープ(丁ypeⅡ )やメタルテープ(丁ypeⅣ )

には録音できません。また、ノーマルテープについて

もC-60(60分テープ)までのテープを使用してくだ
さい。C-90以上の長時間テープは通常のカセット
テープに比べて非常に薄いため、伸びたり、回転部

分に巻き込まれる等のトラブルの原因になりますの

で、こ使用はお薦めできません。

◆カセットテープの両端にあるリーダーテープ部分は

録音ができません。録音前にこの部分を送つておき

ましょう。

||‐ |■ 1木切な録音を消すないなり
「

■|■ |‐

保存しておきたいテープの場合、カセットのうしろ倶]に

ある「ツメ」を折つておくと、間違つて大切な録音を消去

せずにすみます。再び録音したい場合は、折つたツメの

部分にセロハンテープなどを貼りつけてください。

｀‐  ′‐  A面
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間違つて消したくないときは
ツメを折る

口
t占し「苺
テープ   .

再度録音したいときは
テープで折つた穴をふさぐ

0
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①ノーヽンドルー‐|

②CElドア    |
③CDドア開閉ツマミ |‐

④早送リボタン
ー
| |

⑤二時停止ボタン 
ー  |

⑥停止/取出しボタン‐

⑦左スピーカー   |
③録音用マイク(内蔵)

◎カセットドア

⑩録音ボタン

⑪再生ボタン‐

⑫巻戻しボタン

⑬右スピーカT
⑭CD再年/■時停止ボタン

⑬CD停止ボタン

⑬スキップボタン(― )

⑫プログラムボタン

⑬電源ランプ

⑩液晶表示ディスプレイ

⑩FMステレオランプ

④スキップボタン(十 )

②リピートボタン

④音量調整ツマミ

⑭ヘッドホン端子

⑮フアンクション切換スイッチ

⑩選局目盛り

〇バンド切換スイッチ

④選局ツマミ     ‐

⑩FMロッドアンテナ‐

⑩AC100∨電源ソケット

①電池カバー
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音量調整ツマミで音量を調節する。

※音量を大きくしすぎないよう 
―にこ注意ください。周囲の迷  m

惑になるだけでなく、聴覚に

悪い影響を及ぼすおそれが

あります。

再生を一時停止するときは、CD再生/一時停
止ボタンを押す。

※一時停止中は「PLAY」 表示が点減します。

※もう一度押すと再生を再開します。

緻爾黎‐嘔 |

再生を停止するときはCD停止ボタンを押す。
※ディスプレイは収録曲数表示に戻ります。

1撰抒雛‐|
終了するときはフアンクシヨ

ン切換スイッチをテープ

(CD/ラジオ切)に合わせる。
※電源ランプが消灯します。

●褻募歿』‰解議鶏誕挽る0席嘉醐賽非混膨F鷲鵬」が
と、電源ランプが点灯し、デイス

クの読み取りが始まります(液晶

表示ディスプレに「一」がしばらく

点滅し、デイスクが入つていない

場合は、「no」が表示されます)。

CDドア開閉ツマミを引き上げ、CDドアを開ける。

※CDドアを開ける際は八ンドルを倒してくださ

い。立てたままでは開閉できません。

※CDドア開閉ツマミを強引に引き上げないでく

ださい。破損や故障の原因になります。

ィ:賣厘レ|・
レーベル面 (印扁1されている面)を上にしてディ

スクを正しくセットし、CDドアを開める。
※CDドアを開めるとディスクが回転し、収録され

ている曲数がディスプレイに表示されます。

※CDの最初から再生する場合はそのままステッ
プ5に進んでください。

″・
   ・｀

rtti装 |

|     ‐ レーベル

【再生したい曲を選ぶ場合】

ディスプレイの表示を確認しな

がらスキップボタン(+/― )を

押して、曲の番号を選ぶ。

使い終わつた後は、必ず本機からディスクを取り出してケースに保管してください。また、ほこりや汚れから内

部を保護するため、デイスクを取り出した後はCDドアを必ず閉めてください。



スキップボタン(+/― )について
停止中、再生中、再生中の長押しといつたそれぞれの状態に応じて、機能が異なります。

■
け
り
一け
・７
魏
饂
い

●轟眩購概7落棚 とЮ司鯨
滅します。

0認温峯ξ荒努蹄〕獅
『

録
※プログラムボタンを押すと、ディスプレイに
「PROG」と「02」が点滅し、2番目に登録したい
曲を選べる状態になります。

10■■、の操作を繰躯して、聴きたい曲を旧こ

k聾テ11⊂)疑E髪参膚]晏蜂
`署

ユが表示されま晩
●プログラム登録操作中に何も操作しない時間が約20秒間続くと、操作が解除されます。またCD停止ボ
タンを押した場合も、登録操作が解除されます。
●20曲まで登録した後は、登録した順に曲番号が表示され、最後に「01」が点滅します。その後、CD再生/
一時停止ボタンを押すと、プログラム再生が始まります。
●プログラム再生中にCD停止ボタンを1回押すと、プログラムを保持したまま再生を停止します。この状態
でCD再生/一時停止ボタンを押すと、プログラムの1曲目から再生を始めます。プログラムの設定自体
を解除するには、CD停止ボタンを2回続けて押してください。CDドアを開けた場合や、他のフアンクショ
ンに移行した場合も解除されます。
●全曲リピート再生とプログラム再生を併用すると、登録した曲を繰り返し聴くことができます。

躙鰈鰈躙鰈塚鰈鰈漑蒻鰈鰈鰈屁塚鰈鰈晰隧蒻隧鰈鰈鰈隋蒻鰈褥
登録操作中に修正する場合     ) プログラム再生開始後に修正する場合
‐0曲順番号が点滅中にソログラム

| ボタンを押す。
|※登録した曲番号が順に表示さ
れ、最後に「01」が点減します。

0点滅している間にプログラムボ
タンを数回押して変更したい曲

順番号を表示させる。

°
曇班尤 ごタン貨菓59菌  |
押す=プログラム修正完了   |

ボタン  停止中に押す 再生中に押す

曲の頭に戻つて再生。2回続けて押す
と、ひとつ前の曲に戻つて再生します。

以降、押すことに順次前の曲に戻つて

再生します。

再生中に長押しする

聴いている曲が早戻しされま

す。指を離した時点から再生を

再開します。

聴いている曲が早送りされま

す。指を離した時点から再生を

再開します。

スキップ

は趾.―晨興
曲を , プログラム

>◎

薇 次の出を選択 次の曲に移動して再生
|  (十 )

※再生中に長押しすると、断片的に再生音が流れますので、お好みのところで指を離してください。

「

―

曲番号 曲順番号

1曲リピート再生

CD再生中にリピートボタンを1回
「 押すと、聴いている曲を繰り返し再
1 生します。
※停止中または一時停止中にリ

ピートボタンを1回押した場合

は、再生/一時停止ボタンを押
すことで 1曲リピート再生が始ま

ります。

|]曲 リピート再生時
|は液晶表示ディスプ
|レ イに「REP.」 が表

全曲リピート再生       |
CD再生中にリピートボタンを2回
押すと、CD内の全曲を繰り返し再
生します。

※停止中または一時停止中にリ

ピートボタンを2回押した場合
は、再生/一時停止ボタンを押
すことで全曲リピート再生が始ま

ります。

全曲リピート再生時

は液晶表示ディスプ

レイに「REP.A」 が表

示されます。

一翻

1回押す

●リピート再生を解除するには、「REP.」または「REP,A」 が消えるまで、リピートボタンを 回、または2回押し
てください。

●停止ボタンを2回続けて押したときや、停止後にCDドアを開けたとき、他のフアンクシ飼ンに移行したときも
解除されます。 盤

゛
▼顆

●CD停止ボタンを1回だけ押し
た後、プログラムボタンを数回

押して変更したい曲順番号を表

示させる。

0スキップボタン(+/二 )で曲番
号を選んでプログラムボタンを
押す=プログラム修正完了
※その後、CD再生/一時停止ボ
タンを押すと、プログラム再生

が始まります。 |      ‐
顆轄

0

2回押す
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90分を超える長時間テープの使用は避けてください。
他のカセットテープに比べて非常に薄いため、のびたり機

械に巻き込まれやすくなります。

‡贔鰈 躙 隋 鰈 隋 輻 晰 魏 褥 隋 褥 鰈 靡

使い終わつた後は、必ず本機からカセットテープを取り出
してケースに保管してください。また、ほこりや汚れから

内部を保護するため、カセットテープを取り出した後はカ

セットドアを必ず閉めてください。          _

(CD/ラジオ切)に合わせる。
※電源ランプが消灯します。

"

Ψ

`切

膨
―

°
1は口
「調跡榔 本機でお使いになれるテープはノーマルテープです。メ

タルテープやクロムテープは性能が十分発揮できませ

ん。また、エンドレステープはこ使用になれません。●AM放送の受信
本機にアンテナが内蔵されています。本機を

動かして最も受信状態の良い向きを見つけて

ください。室内の

場合、窓際のほう

が良く受信でき

ます。

●FM放送の受信      
´

FMロッドアンテナを伸ばし、長
さ、方向、角度を変えて受信状

態が最も良く

なるように調節

してください。

●テレビや蛍光灯の近くでAMを受信すると、雑
音が入ることがあります。また室内アンテナを

使用しているテレビの近くで本機を使用する

と、テレビの画像が乱れることがあります。この

ようなときは本機を離してこ使用ください。

●持ち運ぶときは、目をついたり危険ですので、

FMロッドアンテナを縮めた状態で持ち運んで
ください。

警評響甲響壺墾ノ 0鱚鷲延蒸ザ瞥°_
フアンクション切換スイッチ

をテープ(CD/ラジオ切)に  C∽舅弓幕冬躙      [忌慧雇識 臭軍寒響馨 近壁管だ各らせお
Vり′″/J・/Jル

=囁顆楊.  羅嘉『:L櫂護試屏≦
を及ぼすおそれがあります。停止/取出しボタンを押してカセットドアを開

3‐切
彎…°鰺鰈l勁※選局ツマミの上にある選局目盛りを参考にし

ながら、最も良く聴こえるように調節してくだ

さい。

※バンド切換スイッチで「FMステレオ」を選び、
良好な状態でFMステレオ放送を受信すると、
FMステレオランプが点灯します。
※バンド切換スイッチで「FMステレオ」を選んだ
場合、不安定な電波状況下では聴きづらく感

じることがあります。そのようなときは「FM」に

切り換えると聴きやすくなります。

音量調整ツマミで音量を調節する。

※音量を大きくしすぎないよ  _
うにこ注意ください。周囲  大■■●L_小
の迷惑になるだけでなく、

大きな音で聴き続けると

聴覚に悪い影響を及ぼす

おそれがあります。

°

に は ヽ 不 膨
|は]出

しボタンを押す。
テープが見える
ほうを上にし、再
生面を手前にし

て入れます。

°蛉0「M鍼電‐Q 鰺
琥炸鰊 鸞〓

セミオートストップ機能
再生/録音時にテープが最後まで行くと、自動的に
操作ボタンが上がり動作終了します。ただし、早送り
/巻戻しでは自動的に動作終了しません。故障の原
因となることがありざすので、早送り/巻戻し時は必
ず停止ボタンで動作を終了させてください。

②停止/取出し④巻戻し

③一時停止 ④早送り ①再生

①再生するには再生ボタンを押します。
②再生を止めるには停止/取り出しボタンを押します。
③再生を一時停止するには、一時停止ボタンを押しま
す。もう一度押すと再生を再開します。
④テープを早送り、巻戻しするには、早送リボタン、また
は巻戻しボタンを押します。

0
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音量を絞ってから電源を入れてください。
|||

O    o)

フアンクシヨン切換スイッチをCDに合わせる。
※フアンクシ∃ン切換スイッチをCDに合わせる

―

と、電源ランプが点灯し、ディス

=隋 言謂 ひ 蛸 謝 予

場合は、「no」が表示されます)。

CDとカセットテープをそれぞれセットする。
※CDのセット方法はP8を参照してください。
また、カセットテープはP12を参照しながら、
録音する面を手前にしてセットしてください。

※CDの曲をすべて録音する場合は、ステップ4
に進んでください。

録音したい曲をスキップボタン(+/― )で選び、
CD再生/一時停止ボタンを2回押す。
※CDの再生を一時停止状態にします。

櫻翁胃‐IⅡ I

カセットの録音ボタンを押し、すぐに

CD再生/一時停止ボタンを押す=録音開始

鸞鍮響鬱91‐>艤‐m慧
録音を終えるときはカセットの停止/取出しボタ
ンを押し、その後CD停止ボタンを押す。

●誤消去防止ツメを折つた

カセットテープでは録音

ボタンを押せません。無

理に押すと故障の原因と

なります(一度ツメを折つ

lt由
八ジ 
ロ」

テープ

てしまつたテープに再び録音したいときは、セ

□八ンテープなどで穴をふさいでください)。

●テープ両端のリード部分 (透明部)は録音でき

ません。セットする前に送つておいてください。

●カセットテープは60分以内のノーマルテ丁プ
をこ使用ください。

●録音ボタンを押すと再生ボタンも同時に下が

り録音が始まりますので、すぐにCDの一時停
止状態を解除してください。

●再生中の音を聞きながら、録音できます。

●録音中テープが終わると、自動的に停止します。

●テニプが入ってない状態では、録音ボタンは

押せません。

●録音中はファンクション切換スイッチを「テー

プ(CD/ラジオ切)」に動かして電源を切らな

いでください。故障の原因となります。

●録音レベルは自動で一定に調節されますの

で、音量調整ツマミを操作しても録音には影

響がありません。

●大切な録音をするときは、途中での電池切れを

防ぐため、AC電源での録音をお勧めします。

使い終わつた後は、必ず本機からCDとカセット
テープを取り出してそれぞれのケースに保管し

てください。CDドアとカセットドアも必ず閉めて

ください。

●誤消去防止ツメを折つた

カセットテープでは録音

ボタンを押せません。無
理に押すと故障の原因と

なります(一度ツメを折つ

宅市し・ 1甲 1

テニプ

てしまうたテープに再び録音したいときは、セ
□八ンテープなどで穴をふさいでください)。

●テープ両端のり∵ド部分(透明部)は録音でき

ません。セットする前に送うておいてください:

●カセットテープは60分以内のノニマルテ=プ
をこ使用ください。

ヽ
‐

録音を開始したいところで一時停止ボタンを押し、く

一時停止を解除する=録音開始

蒻Q:讐鬱Q躊

()][「
[∫:∫〔31そ『tζ]出
しボタンを押す。

終了するときはフアンクショ   "

甍勘亀肩T睾‐

●ラジオを聴きながら、録音できます。

●録音中テープが終わると、自動的に停止します。

●テープが入つてない状態では、録音ボタンは

押せませんι          ‐
●録音中はファンクシヨン切換スイッチを「テー

プ(CD/ラジオ切)」に動かして電源を切らな

いでください。故障の原因となります6

●録音レベルは自動で二定に調節されますの

で、音量調整ツマミを操作しても録音には影

響がありません。     |
●大切な録音をするときは、途中での電池切れを

防ぐため、AC電源での録音をお勧めします。

使い終わった後は、必ず本機からカセットテープ

を取り出してケースに保管してください。カセット

ドアも必ず閉めてください。

l⑪瘍瘍黎鸞1躊|>
夕)諏

も遍
終了するときはフアンクシヨ

ン切換スイッチをテープ

(CD/ラジオ切)に合わせる。
※電源ランプが消灯します。

"

Tttl
O

I饂憧
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音量を絞つてから電源を入れてください。

ラジオに合わせると、電源ラ

ンプが点灯します。

甕富L魂葛慰擦ま懲音する面を手訓こしく
てセットしてください。

録音したい放送局を受信する。

※Pllを参照しながら操作してください。

カセットの一時停止ボタンを押した後、

録音ボタンを押す=録音待機
※録音ボタンを押すと再生ボタンも同時に下が '
ります。                   |

0
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1繭イ騨 | ●別売のステレオヘッドホン(φ35mmス
テレオミニプラグ)を本機左側面のヘッ

ドホン端子につなざます。ヘッドホンを

つなぐと、スピーカーからの音は聴こえ

なくなります。

●ヘッドホンをこ使用になるときは、音量

を上げすぎないようにこ注意ください。

●家庭用コンセントでこ使用時、ヘッドホ

ンでお聴きになると、八ム音 (ラジオな

どの音声に混じつて聴こえる「ブーン」と

いう音)が耳障りになることがあります。

その場合は、乾電池にてこ使用になら

れるようお願いいたします。

0

てしまつたテープに再び録音したいときは、セ

□八ンテープなどで穴をふさいでください)。

●テニプ両端のリード部分 (透明部)は録音でき

志せん。セットする前に送つておいてください。

●カセットテープは60分以内のノーマルテープ
をご使用ください。

●事前に試し録りをして、録音レベルを確かめる

ことをお勧めします。

●録音中テニプが終わると、自動的に停止します。

●テープが入つてない状態では、録音ボタンは

押せません。

●録音レベルは自動で一定に調節されますの

で、音量調整ツマミを操作しても録音には影

響がありません。

●大切な録音をするときは、途中での電池切れを

防ぐため、AC電源での録音をお勧めします。
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=■ヘッドやキャプスタン、ピンチローラーは長い間使つて

いると磁粉やゴミ、ほこりなどが付着して汚れてきま

す。汚れがひどくなると、

●音質が悪い

●音が小さい

●録音できない

●前の音が消えないで残る などの症状が出ます。
定期的にヘッド部を清掃してください。

ヘッド部の清掃方法

カセットドアを開け、別売のクリーニングキッドでヘッド

やピンチローラー、キャプスタンなどの汚れを拭き取り

ます。なお、内部についたクリーナー液が十分に乾いて

からテープをセットしてください。

カセット部内部(上面)

0
キャプスタン

ピンチローラー  録音再生ヘッド ,肖去ヘッド

ヘッドの消磁を行うには市販の

'肖

磁器をお使いくださ

い。カセットタイプの消磁器をお使いになるときは、必

ず再生ボタンのみを押し込んで消磁してください。詳し

くはヘッド消磁器の説明書をこ覧ください。

※本機の消去ヘッドはマグネットタイプになつています

ので消磁しないでください。
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ヘッドホン端子
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レンズの汚れは、音飛びなど正常な再生ができなくな

る原因になります。CDドアを開け、下図のようにレンズ

をクリーニングしてください。

●市販のクリーニングキットのブロワーを使つて、ほこ

りやゴミなどをはき出してください。

●万―指紋などがついている場合は、市販のレンズク

リーナーをお使いください。
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カセットテープをセットする。

●誤消去防止ツメを折つた

カセットテープでは録音

ボタンを押せません。無

理に押すと故障の原因と

なります(T度ツメを折つ
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テープ

※P12を参照しながら、録音する面を手前にし｀

てセットしてください。

録音したい音源に本機を近づけます。

※本機左スピーカー内に録音用マイクが内蔵さ

れていますので、そこを音源に向けてください。

録音ボタンを押す=録音開始
※録音ボタンを押すと再生ボタンも同時に下が

り、録音が始まります。
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録音を一時停止するときは一時停止ボタンを押す。

※もう一度押すと録音を再開します。
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使い終わつた後は、必ず本機からカセットテープ

を取り出してケースに保管してください。カセット

ドアも必ず閉めてください。

●キャビネットや操作ボタンなどが汚れたら、柔らかい

布で乾拭きしてください。汚れがひどい場合は、水で

布を湿らすか、中性洗斉」を少し布につけて拭き、その

後に乾拭きをしてください。

●電源コードのプラグにほこりがたまると、発火する危

険があります。プラグをコンセントから抜いて時々清

掃してください。

●シンナーやベンジン、アルコールなどは使わないで

ください。変質したり、塗料力ヽまげることがあります。
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※お手入れの前には、あらかじめ電源コードや乾電池を外し、誤つて電源が入らないようにしてから行なつてください。
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テープが機械に巻きつく

テープ走行が不安定

録音できない

前の録音が完全に消去されない

テープの音が出ない

○乾電池が消耗していませんか。

○ヘッド部が汚れていませんか。

○テープがたるんでいませんか。

○カセットが入つていますか。

○カセットドアがきちんと閉まつていますか。

○カセットの誤消去防止用ツメが折れていませんか。

○ヘッド部が汚れていませんか。

○消去ヘッドが汚れていませんか。

12W× 2
12W
ヘッドホン端子 の35mmステレオミニジャック
AC 100V 50//60Hz
DC 9∨ (単 2形乾電池×6イ固 別売)
口径フ6mm× 2(コーン型 :インピーダンス80)
モノラリレ

幅298×高さ141×奥行208mm(突起物含まず)
約 1840g(乾電池含まず)
ラジオ受信時 約36時間
テープ再生時 約36時間
CD再生時  約20時間
電源コード、取扱説明書(保証書)

2チャンネルステレオ

44 1kHz

CD、 CD― R/RW(CD― DAフォーマットで記録されたディスク)

4トラック2チャンネルステレオ

直流バイアス

マグネット消去

約 170秒 (60分ノーマルテープ片面)

FM iフ6～ 90 MHz
AM i530´V1605 kHz

FMiロッドアンテナ
AMi内蔵フェライトパーアンテナ

※乾電池での連続使用時間の

目安は、乾電池の種類や使用

状況によつて異なります。
※本製品の仕様および外観は、

改良のため予告なく変更する

ことがあります。また本取扱

説明書で使用する図版は、実

際の機種と一部外観が異

なつている場合があります。
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内蔵マイク

外形寸法

質  量
乾曜池での連続
使用時間の目安
アルカリ乾燿池使用
(音澱 1中程度)

付属品

チャンネル数

サンプリング周波数

1再生可能ディスク

受信周波数

アンテナ
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CDの再生が始まらない

CDの音が出ない

CDの音が飛ぶ
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○フアンクション切換スイッチが別のフアンクションになっていませんか。

OCDが裏返しに入つていませんか。
OCDがひどく汚れていませんか。
○規格外のデイスクが入つていませんか。

○レンズがひどく汚れていませんか。

OCDドアがしっかりと閉まつていますか。
○フアンクション切換スイッチが別のフアンクションになつていませんか。

○一時停止状態になつていませんか。

○結露状態になつていませんか。

○レンズがひどく汚れていませんか。

○強い振動を与えていませんか。

OCDに大きなキズやひどい汚れはありませんか。

○近くで携帯電話を使用していませんか。

○テレビや蛍光灯の近くでAM放送を受信すると雑音が入ることがあり
ます。また、テレビの近くで本機を使用すると、テレビの画像が乱れるこ

とがあります。このような時は本機をテレビから離してください。

1保証書について

この製品には保証書がついておりますので、お買い上げの販売店よりお受け取りください。お受け取りになつた保

証書は、記載内容および「販売店、お買い上げ年月日」などの記入事項をお確かめの上、大切に保管してください。

必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げの販売店にお申し出ください。保証期間はお買い上げ日

より1年間です。

アフターサービスについて
'
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●調子が悪いときは

修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくこ覧になり正しく使われているかお調べください。それでも調子が

悪いときは、お買い上げの販売店、または弊社修理こ相談センターにこ相談ください。

●保証期間中は

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をこ覧ください。

●保証期間が過ぎた場合は

修理によつて機能が維持できる場合は、お客様のこ要望により有償修理させていただきます。お買い上げの販売

店、またはり常社修理こ相談センターにこ相談ください。

①0


